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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,64 45,47 -0,17 45,69 -0,22

USD / BRL Spot BRL 2,2775 2,2885 +0,0110 2,2298 +0,0587

USD / JPY Spot JPY 103,95 104,05 +0,10 101,84 +2,21

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 58.407 59.735 +1.328 57.821 +1.914

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 141,7 141,3 -0,4 137,0 +4,3

Brazil 10yrs Gov. Bond % 11,67 11,57 -0,10 11,65 -0,08

DI Future Oct15（金利先物） % 11,15 11,14 -0,01 10,96 +0,18

3 Months US Dollar Libor % 0,238 0,238 +0,000 0,234 +0,004

CRB Index（国際商品指数） Index 288,7 288,5 -0,2 298,3 -9,8

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は米金融政策への思惑からドル高レアル安となる展開でした。
朝方は週次サーベイで今年末の成長率見通しが引き下げられたことやＦＧＶによる８月の消費者信頼感
指数が直近の最低値を更新して低下したことなどから先週末比レアル安の２．２８台前半で取引されました。
その後も良好な米経済指標が示されたことで先週のイエレン議長講演での早期利上げの可能性が意識
される展開となってドル買い優勢となり、２．２８台後半へドル高レアル安となりました。相場は終日ドル高
地合いを保ち、結局２．２８台後半で引けています。

昨日発表された週次サーベイは今年末の成長率見通しが０．７９％から０．７０％へ１３週連続で引き下げ
られました。また、消費者信頼感指数は６月、７月と上昇していたものの８月の数字が１０２．３となり、直近の
最低値だった５月の１０２．８を下回って消費者のセンチメント回復が容易ではないことを示しました。消費の
先行きが懸念される状態にもかかわらず、週次サーベイでのインフレ見通しは今年末が６．２１％から６．２４
％へ、来年末は６．２５％から６．２８％へそれぞれ引き上げられており根強いインフレ圧力は当面拭えない
と見られています。景気鈍化の悪循環から抜け出す展望が描けない状態ですが、ボベスパ株式指数は
新たな大統領候補であるシルバ氏への期待から買われる展開が続いています。期待と実体経済との間に
乖離が発生していると思われますが、今後の新政権の手腕次第でどちらに引っ張られていくのか明らかに
なるでしょう。
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